
大豊工業株式会社様が2009年に制定した、

「VISION 2015～更なる発展への挑戦」。これ

は常に成長し続ける企業を目指す大豊工業株

式会社様と大豊グループが、その成長を確実

なものにするために、2015年をマイルストーン

として達成しておかなければならない具体的

な目標を定めたもの。今後どのように技術を高

大豊工業株式会社 様
SuperStream 人事/給与システム 導入事例

人事/給与システムを刷新し、システム連携による
情報の一元化・業務効率化・内部統制強化等を実現。

人事システムと給与システムに連携がなく、
それぞれのシステムにも
さまざまな課題があった。

愛知県豊田市に本社のある大豊工業株式会社様は、自動車の軸受製品、アルミダイカスト製品、ガスケット製品、組付

製品および精密金型の製造・販売を手掛ける企業。「トライボロジー（摩擦工学）のスペシャリスト」であり、自動車産業

にとってなくてはならない存在として、着実な発展を続けている。2009年に、大豊グループが2015年に目指す姿

「VISION 2015～更なる発展への挑戦」を策定。現在は、その実現を目指している最中だ。

大豊工業株式会社様は、「VISION 2015」を支えるための新たな人事/給与システムとして、NECをパートナーに、

『SuperStream  人事/給与システム』を導入し、2011年に稼動させた。システム導入の背景と導入成果、今後の展望

などを導入プロジェクトチームのメンバーの言葉とともに紹介する。

SuperStream 人事/給与システム 導入事例
大豊工業株式会社 様

導入の背景
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システムのさらなるIT化により
中長期戦略の基礎固めを行い、
攻めに転じる。

今後の展望

大豊工業株式会社様にとって、『SuperStream
人事/給与システム』導入は、まだ人事/給与の

情報が一元化できた段階にほかならない。今後

は、勤怠システム、ワークフローシステムとの

連携も視野に入れている。人事部人材開発・教

育推進室室長の稲垣徹氏は、今後について次の

ように語る。

「人事部としてはまだ道半ば。これからやるべき

ことは多い。人事システムを導入しただけでは

意味がありません。それをいかに、昇格、ロー

テーション、組織改訂など、適材適所という観点

で人事戦略の中で活用していくかが重要になり

ます。必要な情報を、必要なタイミングで、迅速

に活用できるようにするのが目標です。その中

で勤怠システムも見据えて、システムの拡大な

どさらなるIT化を実施し、人事業務の効率化を

進めていく考えです」。

企業基盤強化のために、人事システムの情報活

用は必ず必要になる。それに威力を発揮するの

が『SuperStream』である。
大豊グループは、国内に6社、海外に5工場が

あり、今後はグループ全体の管理、グローバル

化対応なども課題になる。今回、大豊グループ

の株式会社タイホウライフサービス様でも、

『SuperStream 給与システム』を導入した。

今回のプロジェクトにおいて、NECは大豊工業

株式会社様から高い評価を得ている。NECへ

の今後の期待について、川越氏と池田氏は次

のように語る。

「グループの管理や海外の管理で、良いシステム

があれば提案いただき、効率を図りたいと思って

います。生産に近い管理部門も含めて、従来の枠

にとらわれずにIT化を進めてスピードアップを

図っていかなければなりません」（川越氏）。

「今後はNECに、私たちが気付かない将来的な

ことも考えた広い意味での提案を期待します。

こういうプログラムやシステムを入れた方が、将

来的に効率がよくなる。今このシステムを入れ

ておくと、将来こういったシステムとの連携が図

れる。そのような提案をいただけると非常に有り

難いですね」（池田氏）。

大豊工業株式会社様は、今回のプロジェクトを

第一歩として、今後もIT化を推進し中長期の戦

略の中で基礎固めをしっかりと行い、それを武

器に今後は攻めの経営に転じるという。NECは

今後も、さまざまな提案を通して、大豊工業株式

会社様の「VISION 2015」と、中長期戦略をサ

ポートしていく。

め、自動車産業の課題解決に寄与するのか。ど

のように企業価値を向上させ、サスティナブル

な発展を続けていくかがまとめられている。

「VISION 2015」の目標達成には企業として

の基盤強化が欠かせない。今回の人事/給与シ

ステムの刷新もその一環である。

大豊工業株式会社様が使用していた従来のシ

ステムは、人事システムと給与システムが、まっ

たく異なるシステムであり、個人情報も人事情

報用、給与計算用と別管理になっていた。デー
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『SuperStream』で、
人事/給与の情報の一元化を達成。
さらなるシステム連携、生産管理も含めたIT化に挑む。

SuperStream 人事/給与システム 導入事例
大豊工業株式会社 様

導入の経緯

人事と給与のシステムを連携、
プロジェクト当初の目的を達成。

導入成果

大豊工業株式会社様は、『SuperStream人事/

給与システム』導入により、人事システムと給与

システムの連携、データの一元化に成功。デー

タの二重入力が不要になり、工数軽減を達成し

た。もちろん入力ミスのリスク低減にもつなが

る。従来の人事システム、給与システムが持って

いた課題も解決できた。

人事システムでは、分散されて管理していた

データが1つに集約され、必要な情報が1つの

システムから一度に取り出すことができるように

なった。大幅な工数軽減により、業務の効率化も

図れている。さらに、社員のスキルによる情報の

精度のバラツキという問題もなくなり、大きな課

題だったセキュリティ面も向上した。

給与システムでも、給与計算システム、給与管理

システムの2つを使い分ける必要がなくなり、

データ管理が効率化された。補助システムの大

幅な削減にも成功。給与計算処理時間が大幅に

短縮された。以前は約2時間掛かっていたもの

が、現在は約5分で完了する。

人事部部長の川越公男氏は別の観点から、経営

における導入効果を語る。

「本業をサポートする人事/給与システムをIT化

することで、人事ならば本業の人材育成などの

仕事に、十分な時間を確保することができるよ

うになります。現在当社は、国内だけでなく海外

に向けての伸びしろが必要とされており、それ

に対応する人材育成に力を入れています。人材

育成が順調に進めば、当然、経営のメリットにも

つながります。また、一部上場企業としてのリス

ク管理が求められる中、セキュリティ強化や企業

統治の強化が図れる点も、『SuperStream』を
取り入れた大きなメリットです。経営のレベルに

合わせた指標管理ツール、経営活動や人事戦略

に生かす情報を、リアルタイムでいち早く経営

トップに提供できるようになりました」。

大豊工業株式会社様は、システム導入の過程で

業務の見直しも実施した。その理由を総務部部

長の池田清志氏が説明する。

「NECから提供された他社情報によって、今ま

で無駄な仕事をかなりやっていたということが

見えてきたため、規程の変更などを行い、仕事

の進め方自体を改良しました。業務の見直しに

もつながったのは大きかったですね」。

このように、大豊工業株式会社様は両システム

の連携、工数軽減、補助システムの削減、セキュ

リティ向上、内部統制の強化など、当初の目的を

『SuperStream 人事/給与システム』により達

成した。精度の高い人事/給与情報は、従業員に

も安心を与える。こうした点も、経営に寄与する

はずである。

『SuperStream 人事/給与システム』は、インター

フェースに優れており、見た目もとても分かり

やすいのが特長である。また、法改正が発生し

た場合は、NECからバージョンアップモジュー

ルが提供されるため、迅速な対応が可能になる

という大きなメリットもある。

タの互換性がないため、データの二重入力が必

要であり入力ミスが発生するリスクが高く、効

率のよいシステムではなかった。また従来のシ

ステムは、それぞれにいくつかの課題や問題点

を抱えていた。人事システムは、複数のAccess

で管理していたため、情報が一元化されていな

かった。人事部では、昇格や昇進、ローテーショ

ン検討のときなど、経営層からさまざまな情報

が求められる。また、教育実施の際は、対象者の

人選の母集団を抽出する必要がある。こうした

ケースでも、情報が分散されているために、必要

な情報を集めて1つにまとめるのに、多くの手間

と時間を費やしていた。また、情報の精度も

Accessを扱う社員のスキルによりバラツキが

あり、閲覧権限などのセキュリティ面も課題の

ひとつだった。

一方の給与システムでも、勤怠給与体系が複雑

なため、給与計算はパッケージソフト、給与管理

はAccess、その他にもAccessやExcelなどの

補助システムを使用していた。そのため、データ

管理の効率が悪く、操作も複雑になっていた。

また、システムそのものが老朽化していたこと

もあり、処理速度も非常に遅く、毎月の給与計

算処理には膨大な時間が掛かっており、締め日

における総務部の残業の多さの一因にもなっ

ていた。

人事/給与システムについて、総務部総務室室長

の角田暁彦氏は、次のように語る。「人事情報管

理や給与計算というのは、共に間違いがあって

はいけない業務です。人事、給与の管理部門は、

経営層と社員、両方の信頼を得られなければな

りません。そういう意味でも、人事/給与システ

ムの信頼性を高めていかなければならないと

強く思っていました」。こうした従来の人事シス

テム、給与システムの多くの課題解決を目指し、

大豊工業株式会社様は、人事部・総務部・情報

システム室の十数名からなる「人事/給与システ

ム導入プロジェクトチーム」を結成し、システム

の刷新に取り組んだ。

プロジェクトチームでは、新たな人事/給与シス

テムを導入するに当たり、大きな目的を4つ設定

した。1つ目は、人事システムと給与システムの

連携と情報の一元化。人事部と総務部には、人

事システム、給与システム、勤怠システム、ワーク

フローシステムと4つのシステムがある。従来、

各システムは単独で運用されていた。これらを

上手く連携し、工数低減やセキュリティ向上、

ペーパーレス化を目指したのである。2つ目は、

老朽化した給与システムの刷新による、業務

効率化。2011年12月に年末調整の法改正が

控えており、また2011年3月には保守停止と

いうタイミングでもあった。3つ目は、Accessや

Excelなどの補助システムに依存しないシステ

ムの実現。最後が内部統制の強化。閲覧権限の

設定、変更履歴管理などを徹底し、内部統制の

強化につなげようと大豊工業株式会社様は考

えたのである。

2010年9月、NECを含めたベンダー5社による

プレゼンテーションが実施された。2010年の

秋から冬にかけて、各社による数回のデモが行

われ、プロジェクトメンバー全員での比較検討

が進んだ。大豊工業株式会社様は最終的に、

NECが提案した『SuperStream 人事/給与シ

ステム』を採用。最大の理由は、導入目的に

『SuperStream』が合致しており、NECのサ

ポート内容にも期待が持てたことだ。選定理由

を角田氏は次のように語る。

「人事/給与システムの連携が図れ、機能も魅力

的だったということです。NECの営業姿勢もよ

かった。デモもとても手際がよく、しっかり丁寧

に対応いただいて好印象でした。機器やパッ

ケージの設定サポートをNECにお願いできると

いう点も大きかったですね」。大豊工業株式会社

様は、構築に向けての体制なども含めて、トータ

ルで考えて最終的にNECと『SuperStream 人
事/給与システム』を選んだ。導入教育を受ける

だけでは心細く、不安なのは当然である。その

点でも、NECは最初から親身な導入サポートを

提案しており、安心感があったという。

NECが業務ヒアリングを開始したのは、2011

年2月。そこから、社内構築、パラメータ設定、操

作説明、年間テスト、並行本番を経て、2011年8

月に人事システム、2011年11月に給与システム

が稼動した。稼動までの9ヵ月間、大豊工業株式

会社様はさまざまな課題を克服していった。た

とえば、給与システムは、2011年の夏に給与計算

が正確に行えるかどうかのテストが行われた。

担当者が忍耐強く確認作業を実施したことで、

構築体制などをトータルで評価し、NECと
『SuperStream 人事/給与システム』
を選定。

●某自動車系部品メーカーへの導入事例を紹介し、自動車部品業へのノウハウを説明。
導入ノウハウからグループ全体最適化を提案。

●PKG適用設計書、インプリメント資料、年間テスト・並行本番の実施により、人事給与に
おける確実な業務テストを実施。

●導入ノウハウを生かし、人事給与業務のあるべき姿の提案を実施。社内賃金規程や業務
フローの改善を促す提案を実施。

●人事/給与に精通したSEによる親身な導入サポート。

NECの提案

●AccessやExcelによる補助システムの最小化。

●分散していた個人情報などのデータを一元管理。

●給与計算実施時間の大幅短縮。

●セキュリティの向上。

●経営や人事に必要な情報の、リアルタイムでの提供。

●操作運用性の標準化による、誰でも利用できるシステム。

『SuperStream 人事/給与システム』導入の成果
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テストの成功にこぎつけた。人事システムでは、

複数のAccessに分かれて存在していた既存の

データを整理して、『SuperStream』に移行す
るのに大変な時間を要した。人事システムの構

築を担当した、人事部人材開発・教育推進室の織

田明菜氏が苦労した点、工夫した点を挙げる。

「従来の情報自体が決して精度が高いものでは

ありませんでしたので、移行するにあたりどの

ように精度を上げていくか、かなり苦労しまし

た。当社が今まで使っていた項目やコードと

『SuperStream』のそれが異なるという問題も
ありました。NECには、当社に合わせて項目を

作成してもらったり、逆に当社がデフォルトに

合わせたり、協力しながらシステムを作ってい

きました」。キックオフから導入までの9ヵ月間

という短期間の中で、NECは進捗管理を徹底。

プロジェクト自体をリードしていった。総務部

でプロジェクトを担当した杉本篤紀氏は、NEC

のサポートについてこう感想を述べる。

「一緒に構築してくれる点がよかった。さらに、

大豊工業株式会社
総務部 総務室

杉本 篤紀 氏
Atsuki Sugimoto
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人事部 部長
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総務部 部長

池田 清志 氏
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道筋を決めてくれるので私たちはそれに乗って

やっていくという安心感がありました。毎週、1つ

1つ課題をもらい、次の週までに当社が解決す

る。私たちが迷ったら改善策を提案してくれる

ことも大きな支えでした。そのようにしてス

テップが確実に進むので、すごく有り難かった

ですね」。




